
 

 

 

 

 

 

 

 

「好きなことで生きていく？」 

８組担任  

 いよいよ卒業が近づいてきましたね。進路がもう決まった人、おめでとうございます。よく頑張り

ましたね！さて、これから進路に向けてラストスパートをかける人もいます。協力していい雰囲気で

みんなで頑張りましょう。 

進路について本気で考えるなかで悩みを持った人はいませんか？「将来やりたいことがわかりませ

ん」とか、「本当にこの進路でよかったのかな？」とか、「これが自分の１番好きなことだったのかな

あ？もしかして道を間違えた？」とか。 

 

個人的に仕事を選ぶ際に大事だと考えていることが２つあります。 

①嫌いなことは仕事にしない。 

②１番好きなことも仕事にしない。仕事ではなく趣味にする。 

 

①に関してはあまり説明の必要はないですよね。嫌いなことを仕事にするとすごく苦しいからです。

②に関しては、そうした方が人生は幸せに生きられる気がしているからです。仕事というのは、「客

がしてほしいことをするかわりに、お金をもらう」ことです。「客がしてほしいこと」は、ほとんど

の場合、「あなたがやりたいこと」ではありません。だから「１番好きなことなのに、あなたがやり

たいようにできない」という苦しみを味わうことになります。結局、「１番好きなことが、嫌いなこ

とになってしまう」なんてことも…。反対に趣味は「自分がしたいことを好きなようにできる」もの

です。だからこそ楽しめる。生きがいにできる。 

 

僕の趣味は将棋です。そして、将棋が大好きです。今現在は、将棋部の顧問をさせてもらい、野良

で将棋の大会に参加し、近所の将棋倶楽部で小学生に将棋を教えています。負けたり失敗したりした

ところで失うものはなく、好きな作戦を好きなように指せるし、教えたいことを教えたいように教え

ています。これが仕事ならこうはいかなかったでしょう。もしかしたら将棋を嫌いになっていたかも

しれません。そうすると僕は貴重な生きがいを失っていたでしょう。だから、僕は一番好きな将棋を

仕事ではなく、趣味に選んでよかったと感じています。 

 

嫌いなことさえ仕事に選ばなければ、それで仕事選びは成功です。やっていくなかで自分の得意な

ことはきっと見つかります。それを生かしているうちに、やりがいができてきます。君たちにはぜひ

活躍してほしいと思います。 

そして、あなたが１番好きなことは趣味として、絶対に大事にしてください。生きている中でつら 

 

いことは必ずあります。そのときに、趣味はあなたを癒してくれる貴重なものです。僕は将棋に救わ

れました。あなたにとって救いになるものは何ですか？ 

 

せっかくの機会なので、ついつい思っていることを長々と書いてしまいました。君たちの人生が幸

せなものになることを祈っています。 

 

 

■１２月・１月の予定（予定ですから変更があるかもしれません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何かございましたら、遠慮なく学年団までご連絡ください。 

 

     師走（１２月） 

１日(火) 期末考査時間割発表（考査１週間前） 

７日(月) 考査前日のため午前中授業 

８日(火)～１４日(月) 2学期期末考査 

１５日(火) この日以降、午前中４５分×4限授業 

①～④授業 

１６日(水) ①②授業 ③薬物乱用防止講演会 ④授業 

１７日(木) 人権学習（アワーズホール） 

１８日(金) ①～④授業  

２１日(月) ①～④授業（この日は５・６・３・４の順） 

２２日(火) ①～④授業 

２３日(水) ①②LHR ③学年集会（５０分×３限） 

２４日(木) 大掃除・終業式・ＨＲ（通知簿配付） 

２５日(木)～１月７日(木) 冬季休業 

 

      １月 

 ４日(月)５日(火) 共通テストプレテスト（申込み者） 

８日(金) 大掃除・始業式 

１５日(金) 漢字検定 

１６日(土)１７日(日) 共通テスト 

１８日(月) 考査前日のため午前中授業 

共通テスト受験者自己採点 

１９日(火)～２２日(金) 卒業考査 

２４日(日) 英語検定１次 

２５日(月)～ 自由登校 

２学期をしめくくる大切な試験です。

いつも以上に対策をして取り組もう！ 

この期間の授業は 

① 時間割の３限目の科目 

② 時間割の４限目の科目 

③ 時間割の５限目の科目 

④ 時間割の６限目の科目 

の順に実施します。 

間違えないように 

しましょう！ 
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■人権講演会実施 

 １１月９日（月）人権講演会が実施されました。「自信をもって生きる～日本とチベット 異文化

を超えて～」というテーマで、バイマーヤンジンさんの講演を聞きました。お話だけでなく、スライ

ドでチベットの自然を見せてくださったり、美声を聞かせてくださったりしました。２時間が短く感

じられました。人は生まれる場所、時代を選べず、その環境から大きな影響を受けますが、生まれて

から「どう生きるか」は、自分で選び、自分で決められる、改めて確認することができました。 

 

生徒の感想より 

・講演を聞いて、自分がいかに恵まれた環境下で生まれ育ったのか、そして環境のせいで教育や医療、

福祉やサービスが受けられず、中には命を落とす人がいるのだと知り、衝撃を受けました。そんな状

況を変えようと自ら動くバイマーさんに感銘を受け、私も少しでも人の役に立てるような人間になれ

るよう努力しようと思いました。 

 

・私は世界史の授業をとっているのでチベットについて知っていることもありましたが、バイマーさ

んの話を聞いて自分が今どれだけ恵まれた環境にいるのかよくわかりました。バイマーさんの「一人

の子が幸せになるために自分の命をかけられる」という言葉にはとても感動し、私も誰かのためにな

れるよう今の目標を大切にして、一日一日を自分のものにしていきたいと思います。 

 

・生まれた場所や環境が違うだけで嫌なことを言われるのはひどいと思いました。その怒りを自分の

ものにして成長し、幸せを自分の手でつかんだバイマーさんは本当にすごいと思いました。バイマー

さんの故郷に対する気持ち、家族への思いがとても強くて感動しました。 

 

・今回の講演では、実際に体験されたこと、その時感じられたことを直接聞くことができました。貧

困の地域、少数民族への民族差別、都会へ出たときの苦悩を聞くことができて、改めて差別の恐ろし

さを知ることができました。それでもバイマーさんは「辛さ」を「力」に変え、自らの強みに変えて

いたことが、本当に素晴らしくて素敵だなぁと思いました。決して諦めずに踏ん張る姿を、私も見習

いたいと思いました。 

 

・講演を聞いて感じたことは、自分が本当に小さな世界で生きているのだなということです。今まで

いじめをしたことはないと自分では思っているけど、もしかしたら自分が何気なく放った言葉が相手

を傷つけているかもしれない、それに気づくことは容易なことではないと思いました。だからこれか

らは人を助け、人のためにプラスになることをしていきたいと心に思いました。 

 

・講演を聞いて、世界は広いな、まだまだ知らないことが多いなと思いました。辛いことがあったと

き、どうして自分だけこんなにつらいのだろうと思うことがあるけれど、世界には私の何倍も苦労し

ている方がいるのだと、前向きになれました。私ももっと頑張ろうと強く思いました。 

 

・講演を聞いて、日本に住んでいる私たちはどれほど恵まれているか、ということを改めて感じさせ

られました。バイマーさんの家族や故郷への「自分ばかり豊かで申し訳ない」という思いを、私自身

も身にしみて感じました。教育が大事だということを再認識し、どうすれば世界中の人々が少しでも 

 

豊かになるかと考えました。 

 

・講演を聞いて、バイマーさんはとても努力家で優しくて、いろいろな意味で素敵な方だと思いまし

た。日本に来るまでにいろいろな思いとストーリーがあって、「いじめてきた 3人の人たちのおかげ

で 1 つの目標ができた」と話されました。そういう考えができる人に私もなりたいと思います。外

国に行き、いろいろな経験をすることは大切だと感じたので、自分に自信をもって、たくさんのこと

にチャレンジしていきたいと思います。 


